
認 定 書

国 住 指 第 495号
平成 27年 7月 8日

旭化成建材株式会社

代表取締役社長 前田 宮弘 様

国土交通大臣  太田

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項に

おいて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 2条第人号並びに同法施行令第 108

条第一号及び第二号 (外壁 (耐力壁):各 30分間)の規定に適合するものであることを認め

る。

記

1.認定番号

PC030BE-3504(9)

2.認定をした構造方法等の名称

フェノールフォーム保温板充てん/窯業系サイデイング 。フェノールフォ

ーム保温板・セメント板表張/せつこうボー ド裏張/木製軸組造外壁

3.認定をした構造方法等の内容

別添の通 り

(注意)こ の認定書は、大切に保存 しておいてください。



(別添)

1.構造名

(9)フ ェノールフォーム保温板充てん/窯業系サイディング・フェノールフォーム保温板・セメント板

表張/せっこうボード裏張/木製軸組造外壁

2.寸法及び形状等 (寸法単位 i nlm)

3.材料構成

(1)主構成材料 (寸法単位 :「 m)

つづく

項  目 仕 様

壁  高 構造計算等によつて構造安全性が確かめられた寸法

壁  厚 129以上

壁の構造 真壁又は大壁

項   目 仕 様

柱 (荷重支持部材 ) 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)平成 12年建設省告示第 1452号に規定する構造用製材 (」AS)

(2)平成 13年国土交通省告示第 1024号に規定する構造用集成材 (JAS)

(3)平成 13年国土交通省告示第 1024号に規定する単板積層材 (」AS)

(4)平成 12年建設省告示第 1452号に規定する無等級材

・断面寸法 :105× 105以上
。間隔 :4000以下

・比重 :0,35(± 0,04)以上

・欠き込み寸法 (真壁仕様で、柱に内装材固定用の久き込みを設ける場合)

欠き込み深さ :10～ 24

欠き込み幅 :内装材厚さ+3以下

(別添 -1)



つづき

項 目

間柱

仕 様

材料 :(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様

(1)餅オ

(2)集成本オ

(3)単板積層材
・断面寸法 :27× 60以上

・間隔 :500以 下      ‐

外装材 [1]基本オ

窯業系サイディング (以下「サイディング」という。)

・規格 :JIS A 5422

・組成 (質量%)
けい酸カルシウム化合物

有機質繊縦

無機質繊維

有機質混和材

無機質混和材

65-86
1ハツ13

0-4
14未満
27未満

ただし、有機質繊離と有機質混和材の合計が18質量%を超えないこと。

※サイディングに使用されている繊維質原料と混和材の例
●繊維質原料
・有機質 :セルロース繊瀧、ポリビニルアルコール繊維、ポリプロピレン繊維等
・無機質 :ガ ラス繊維、ロックウール繊朧等

●混和材
・有機質 :リ グニン、メチルセルロース、撥水剤等
・無機質 :パーライ ト、炭酸カルシウム、マイカ等

[2]表面塗装
・種類 :(1)～ (6)の うち、いずれか一仕様

(1)ア クリルウレタン樹脂系塗装

(2)ア クリル樹脂系塗装

(3)ア クリルシリコーン樹脂系塗装

(4)フ ッ素樹脂系塗装

(5)エ ポキシ樹脂系塗装

(6)無機質系塗装

・塗布量 :200g/♂以下 (有機固形分)

[3]か さ比重

1.1(± 0。 2)(絶乾)

[4]形状

(1)寸法

厚 さ
幅 長 さ

最 月ヽ 最 大 最 刑ヽ 最 大

15-26 303 455 910 3640

(別添 -2)
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つづき

項   目 仕 様

外装材

(つづき)

厚 さ 重なり 隙 問

15-26 6以上 3以下

(2)端部形状

サイディング相互の重なりと隙聞

重なり
隙間

(3)断面形状

※中空の形状

a

□ di t

C e

厚さ t a b C d e

18以上 5以上 3.5以上 4以上 t― (attc) t以下

ただし、厚さ18を超える場合、厚さを増した分だけdの長さを増すことができる。

[5]張方

横張

[6]留め方

金具留め (外装材留金具による。)

厚 さ 模様深さ 容積欠損率 (%) ※中空率 (%)

15-26
最小厚さH
以上を確保

H以下 (ただし、板厚15

を超える場合は裏面から

15の位置での欠損率とす

る。)

34以下 (ただし、板厚 18を

超える場合は厚さを増した分

だけ、 dの中空部の高さを増

し中空率をあげることができ

る。)

構造用面材 材料 :セメン ト板
(1)～ 7)の うち、いずれか一仕様

(1)繊維〕虫化セメント板 (JIS A 5430)

・厚さ :9以上

(2)木質系セメント板 (木毛セメント板、木片セメント板)(」 IS A 5404)

・厚さ :9以上

(3)パルプセメント板 (」 IS A 5414)

・厚さ :9以上

(4)パルプけい酸質混入セメント板 (国土交通大臣認定準不燃材料 Q性0457)

・厚さ :9以上

(5)繊縦〕釘ヒセメント板 (国土交通大臣認定不燃材料卜lM 8576)
。厚さ :9以上

(6)パルプ混入けい酸カルシウム板 (国土交通大臣認定不燃材料卜lM 2601)
。厚さ :9以上

(7)繊維混入スラグせつこう板 (国土交通大臣認定不燃材料ⅢIM 0834)

・厚さ :9以上

(別添 -3)
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つづき

項   目 仕 様

充てん用断熱材 材料 :フ ェノールフォーム保温板 (」 IS A 9511)又 はフェノールフォーム断熱材 (JIS A

9521)

・形状 :平板
・厚さ :25(± 2)以上 (ただし、柱断面寸法以下)

・密度 (基材)i24(± 3)～45(± 5)kg/m3r

・面材 (基材の両面に設置):(1)～ (6)の うち、いずれか一仕様

(1)ポ リエステル系不繊布
・単位面積重量 :10～ 60g/だ

(2)ポ リプロピレン系不織布
。単位面積重量 :10～60g/ピ

(3)ポ リエチレン加工紙
。単位面積重量 :10～ 60g/ポ

(4)は り合せアル ミユウムはく

(5)無機系の加工紙 (けい酸マグネシウム紙、ガラス繊瀧紙、アル ミニウムは

く・ガラス繊維複合紙 )

(6)な し

外張付加断熱材 材料 :フ ェノールフォーム保温板 (JIS A 95H)又 はフェノールフォーム断熱材 (JIS A

9521)

・形状 :平板
・厚さ :12(± 2)～210(± 8)

・密度 (基材):24(± 3)～45(± 5)kg/m3

・面材 (慕材の両面に設置):(1)～ (6)の うち、いず漁′か一仕様

(1)ポ リエステル系不繊布

・単位面積重量 :10～ 60g/∬

(2)ポ リプロピレン系不織布
。単位面積重量 :10～ 60g/ポ

(3)ポ リエチレン加工紙

・単位面積重量 :10～ 60g/ポ

(4)は り合せアル ミニウムはく

(5)無機系の加工紙 (けい酸マグネシウム紙、ガラス繊維紙、アル ミニウムは

く。ガラス繊謙複合紙)

(6)な し

内装材 材料 :(1)又 は(2)のいずれか一仕様

(1)せつこうボード
・規格 :JIS A 6901 GB R

・厚 さ :9.5以上

(2)強化せつこうボード ,

・規格 :JIS A 6901 GB― F
。厚 さ :12.5以上

・端部形状 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様

1)ス クエア

2)テーパー

3)ベベル

(別添 -4)



(2)副構成材料 (寸法単位 imm)
項  目 仕 様

通気胴縁 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様
(1)期
(2)合板
(3)集成材
(4)坤 材
・断面寸法 :厚さ9～40、 幅30以上(柱部は幅 30以上 2枚又は幅60以上 1愧

1枚とする場合は、留付材の留付間隔ごとに留付本数を2本以上とする。)

・間隔 :500以下
防水紙 材料 :(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様

(1)ア スファル トフェル ト
・規格 :JIS A 6005
。単位面積質量の呼び :430以下

(2)透湿防水シー ト
・規格 :」IS A 61H
・厚さ :0。 2以下
・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様

1)ポ リエチレン系
2)ポ リエステル系
3)ポ リプロピレン系

・表面アル ミニウム蒸着仕上げ :1)又 は 2)の いずれか一仕様
1)あ り
2)な し

(3)な し

防湿気密フィルム 材料 i(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)住宅用プラスチック系防湿フィルム
・規格 :」IS A 6930
・厚 さ :0.2以 下

(2)包装用ポリエチレンフィルム
・規格 :」 IS Z 1702
・厚 さ :0.2以 下

(3)農業用ポリエチレンフィルム
・規格 :」IS K 6781
・厚 さ :0,2以 下

(4)な し

補助桟

(外張付加断熱材

の厚 さが 105を超

える場合設置 :105

以下は必要に応 じ

て設置 )

材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)朗
(2)合板
(3)鋤
(4)坤 材
・断面寸法 :15× 30以上

・間隔 :500以 下

内装受材 (真壁仕

様で、柱に内装材

固定用の欠き込み

を設けない場合)

材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)期
(2)合板

(3)集成トノ|

(4)単板積層材
・断面寸法 :15× 15以上
:間隔 :4000以下

(別添 -5)
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項   目 仕 様

外装 目地材 材料 :(1)、 (3)、 (4)、 (1)と (2)の 併用、 (1)と (3)の併用又は (5)の うち、いずれ
か一仕様
(1)シー リング材
・材質 :1)～ 6)の うち、いずれか一仕様

1)ポ リウレタン系樹脂
2)ア クリルウレタン系樹脂
3)ポ リサルファイ ド系樹脂
4)変成ポリサルファイ ド系樹脂
5)シ リコーン系樹脂
6)変成シリコーン系樹脂

。使用量 :56g/m以 上

(2)バ ックアップ材
・材質 :1)～ 5)の うち、いずれか一仕様

1)ポ リエチレン系樹脂
2)ポ リスチレン系樹月旨
3)ポ リウレタン系樹脂
4)ポ リプロピレン系樹月旨
5)塩化ビニル系樹脂

・使用量 :2g/m以 上

(3)ハ ット形ジョイナー
・材質 :1)～ 10)の うち、いずれか一仕様

1)溶融亜鉛めっき鋼板 (」 IS G 3302)

2)塗装溶融市鈴めっき鋼板 (」 IS G 3812)
3)溶融亜鉛 5%アルミニウム合金めっき鋼板 (」IS G 3317)

4)塗装溶融亜鉛 5%アル ミニウム合金めつき鋼板 (JIS G 3318)
5)溶融 55%アル ミニタムー亜鉛合金めつき鋼板 (JIS G 3321)
6)塗装溶融 馬5%ア ルミニウムー正鉛合金めつき鋼板 (」TS G 3322)
7)ポ リ塩化 ビニル被覆金属板 (JttS K 6744)

8)熱間圧延ステンレス鋼板 (」 IS G 4304)

9)冷問圧延ステンレス鋼板 (JIS G 4305)
10)溶融亜鉛―アル ミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板
(指定建築材料国土交通省大臣認定第 MSTL 0064号,0065号,0069号 ,0070号 )

。厚さ :0.25以 上

(4)金属ジョイナー
・材質 :(3)の 1)～ 10)の うち、いずれか一仕様
・形状 :ハ ット形、H形
・厚さ :0,25以 上

(5)な し

内装目地材 材料 :(1)、 (2)又 は (2)と (3)の 併用のうち、いずれか一仕様

(1)な し

(2)せっこうボー ド用目地処理材
。使用量 1100g/m以 上

(3)ジ ョイントテープ

・材質 iガ ラスファイバーテープ
。寸法 :幅 50、 厚さ0,15～ 0,20

(別添 -6)
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項   目 仕 様

留付材 [1]外装材留金具                          I
・材質 :(1)～ (10)の うち、いずれか一仕様

(1)溶融亜鉛めつき鋼板 (」IS G 3302)

(2)塗装溶融亜鉛めつき鋼板 (」 IS G 3312)

(3)溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めつき鋼板 (」 IS G 3317)

(4)塗装溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板 (JIS G 3318)

(5)溶融 55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (」 IS G 8321)

(6)塗装溶融 55%アルミニウムー亜鉛合金めうき鋼板 (」 IS G 3322)

(7)ポ リ塩化ビニル被覆金属板 (」IS K 6744)  
｀

(8)熱問圧延ステンレス鋼板 (」IS G 4304)

(9)冷問圧延ステンレス鋼板 (」 IS G 4805)

(10)溶融亜鉛一アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板
(指定建築材料国土交通省大臣認定第 MSTL 0064号,0065号 ,0069号 ,0070号 )

・形状 :

J陛

r

d

d

b=bl+b2

r

h

,a=altt a2、 b=bl+b= 螂陛

w:幅 40以上

h:高 さ 40以上

w tt h:幅 と高さの合計 90以上

ti鋼板の厚さ 0.8以上

a:上部ツメの幅 15,8以上

b:下都ツメの幅 14.0以上

ci上部ツメの長さ 4.2以上

di下部ツメの長さ 4,6以上

ei上部ツメの掛かり高さ4,0以上

f:下部ツメの掛かり高さ4,2以上

上部 と下部のツメの総掛かり面積 17511m2以 上 [(a× e)十 (b× f)]
,留付間隔 :横方向 500以下

高さ方向 外装材の幅による

O Ｏ

ａ

Ｏ

ａ
○

つづく
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項  日 仕 様

留付材

(つづき)

[2]外装材留金具固定用

材料 :(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様

(1)ス クリューくぎ
む材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l,9以上×L32以上

(2)リ ングくぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(3)タ ッピンねじ

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上X L25以上

・留付間隔 :500以下

[3]通気胴縁・補助桟固定用

材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様

(1)く ぎ
。材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ 2.45以上×L45以上

(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼

・呼び寸法 :φ 3.0以上×L38以上

・留付間隔 :500以下

[4]内 装材固定用

材料 :(1)又は(2)の いずれか一仕様

(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上 ×L25以上

・留付間隔 :200以下

[5]構造用面材 。内装受材固定用

材料 :(1)又は(2)の いずれか一仕様

(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ 2.15以上×L38以上

(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

隔 :500以下

(別添 -8)
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項   目 仕 様

留付材

(つづき)

[6]断熱材固定用

材料 :(1)～ (7)の うち、いずれか一仕様

(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l,9以上×L32以上

(2)(片面 。両面)粘着層付きテープ
。材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様
1)ブチルゴム系
2)EPDMゴム系
3)ア クリル系
4)ポ リエステル系
5)ア スファル ト系
6)ポ リエチレン系
7)ポ リプロピレン系

。使用量 :1)～ 4)420g/だ以下
5)～ 7)280g/だ以下

(3)アルミニタムはく。粘着層付きテープ
・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様

1)ポ リエステル系
2)ポ リエチレン系
3)ポ リプロピレン系

・使用量 :1)420g/ピ 以下
2)～ 3)280g/∬メ下

(4)ス プレーのり

・材質 :合成ゴム系樹脂
。使用量 1100g/∬以下

(5)接着剤
,材質 :1)～ 8)の うち、いずれか一仕様
1)エ ポキシ系樹脂
2)酢酸ビニル系樹脂
3)ゴム系
4)ア クリルウレタン系樹脂
5)ポ リウレタン系樹脂
6)変成シリコーン系樹脂
7)EVA系樹脂
8)ク ラタック系樹脂

・使用量 :400g/ピ以下

(6)ステープル
′

。材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :肩幅9,6以上、足長 10以上

(7)な し
っづく
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項   目 仕 様

留付材

(つづき)

[7」 防水紙・防湿気密フィルム固定用
材料 :(1)～ (5)の うち、いずれか一仕様

(1)ス テープル
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :肩幅 9.6以上、足長 10以上

(2)(片面 。両面)粘着層付きテープ
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様

1)ブチルゴム系
2)EPDMゴ ム系   、

3)ア クリル系
4)ポ リエステル系
5)ア スファル ト系
6)ポ リエチレン系
7)ポ リプロピレン系

・使用量 :1)～ 4)220g/∬以下
5)～ 7)150g/ポ以下

(3)ア ルミニウムはく・粘着層付きテープ
・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様

1)ポ リエステル系
2)ポ リエテレン系
3)ポ リプロピレン系

。使用量 :1)220g/だ以下

2)～ 3)150g/ポ以下
(4)ス プレーのり
・材賞 :合成ゴム系樹脂
・使用量 :100g/ぽ以下

(5)な し

シール材 材料 :(1)～ (4)の うち、
｀
いずれか一仕様

(1)(月 面 ,両面)粘着層付きテープ
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様

1)ブチルゴム系
2)EPDMゴ ム系
3)ア クリル系
4)ポ リエステル系
5)ア スファル ト系
6)ポ リエチレン系
7)ポ ツプロピレン系

・使用量 :1)～ 4)120g/m以下
5)～ 7)80g/m以下

(2)アル ミニウムはく・粘着層付きテープ
・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様

1)ポ リエステル系
2)ポ リエチレン系
3)ポ リプロピレン系

・使用量 :1)120g/m以下
2)～ 3)80g/m以下

(3)シール材   
｀

・材質 :1)～ 6)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リウレタン系樹脂
2)ア クリルウレタン系樹脂
3)ポ リサルファイ ド系樹月旨
4)変成ポリサルファイ ド系樹脂
5)シ リコーン系樹月旨
6)変成シリコーン系樹脂

。使用量 :100g/m以 下
(4)な し

(別添-10)



4.構造説明図

図 1～8に構造説明図を示す。

(1)構造用面材 :あ り、内装材 :真壁(切欠き仕様く)、 断熱材 :充てん+外張付加

`側
以下

5側以下 い働桂

手側叡下

内淡材

防題気鶴フィルム

売てん脇鰤熱材

雷付材 (外 機構盟企輿)

単朦下地をな

防ヽ水雄・防濠丸等フィルム画驚厠う

■スターター

ぺ土台

■書亜

述視囲

図 1構造説明図

(寸法単位 :mm)

紡耀

夕1後↑1

祭,X切

ンド早価対熱外

(別添 -11)



/ メ

留付情 (,卜 (機材留金卿

(断熟婢り国資用,

偶造用隠1樹

留樹衛f禍竜用節44回建用)

園機

外技目地 0オ

通気例腺

留市材

`外

麟材智金典固定用)

外器イ,1殉d断紳材

脅付樹オ題鰯 国窟潟

'

攣薫逮隠面男

通気出糠

夕1機材

と力水弁監

留イむ朽翻 ‖固定月J)

留博材 1外 競綱留金典,

協水弁監 曽1.1樹

`防

水弁注閲庭路J 留t`l材 (旧障園慮椰)

終材
外Bttlす加駈舶材

イナレム
尭てん邪断鰈樹

,文平断面図

留付れ(,猟湧嬌画期闘湾!帰う

留付奪オ(内 :猿 材固定繹〕、

ぬ漠朝

ん卜職齢盗材

イルム

鉛磁断面園

図 2構造説明図

〔R褪麒鶴タィlレム1闘寵用】
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(2)構造用面材 :あ り、内装材 :真壁(受材仕様(1))、 断熱材 :充てん十外張付加

5(Xl以下

う側以下

500以下

(寸法単位 imm)

シ

内接材

防涅気曽フイルム

充

備造用画材

盟穏朝 (ク 装`材密金員 ,

豪麻下10本オ

夕|お強捕

筋瀑気鸞フイルム閾定鷹)

夕1鍍目地材

繋ぞ水切

t(を単十苫釘91外

f争 スター宇一

※基醍

透視図

図 3構造説明図

(別添 -13)



紹イJttf斜 横斜留金Я顧
文
だ用

'

観樹将〔断,A材固定用

'構造躇商射

留J寸材(猫 施翻函甘オ錮定腕 ,

舛機材

外接目地小,す

1邑気田粋

韓lJttt外憔紹留金具悩定輿,

外韓li珀断摯tオ

闊側材 4断 熟切団犯用
'

視適用面士お

遊煽 趣

外菱材

笏ぶ争監

留付材 (桐傷翻 βH踊】

篭は材〈外策司篭金民〕

サ〔羽

露付材 (内 褒受材倒建矩 |

贈水‖l 欝町材 f隔水蠍固定Jttl) 観付|オ (働 鸞芭l建
｀
理

'

外誤付物断烙材

ィ,レ ム
充てん用餅熱材

水平断面図

留付材
`1周

逸側霞i材国だ輝〕

智付将 (ぬぬ命な圃定月J)

｀
～  陶i騰材

丸てんB断除村

防巌気穆ラィルム

鉛直断面図

図 4構造説明図

(防鴻気峰タィルム臓 l専用Ⅲ
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(3)構造用面材 :あ り、内装材 :真壁(受材仕様(2))、 断熱材 :充てん十外張付加

心00以 下

500以下

509以 下

募∝壌下

防搬気啓フィルム

売て
'、

′用新撫構

相建剤證I材

防承紙

闊付樹(外機お1曽金典J

・か床下
'懲

材

凹付,(筋承1丘 ,防温気律iフ イルム圏定周,

スターター

筆毎亜

透視図

図 5構造説明図

(寸法単位 imm)

外袋材

kヽ承切

■騨艤対象外

(別添 -15)



外倭粥

外褻目地籾

電気翻無

留1寸羽 (舛 旋材留
―
命員固定用 )

外機(お 加断熱AⅢ

徹付Ⅲl蛹矧材囲角:用 ,

猫館篤蘭材

艤 腑

外袋 tオ

留付材桐 ln固定帰〕

留付切〈斜俵材習金輿,

(チ l｀ 漉婦留全員師確用 ,

篭付材 (外 鎮朝留金具1

シー,レ将オ

留勾切 (H片無切回籠用Ⅲ

相迫燿面材

解イサ郷 (伯 )森 用面材倒胞郷 )

留付材 (内終要材籠l竃用)

随水IR 密付加 (防小lと園確用| 留付初イ腸停同寵用}

夕ヽ9F付加霞Fl恥材

クイ́ルイA

水単断面国

観lJ〕J4H趣用職材国産サ拗)

留付打 (内 談帯オ匿定用〕

究てん用1を独な増

防滋気鞍Iフ イJレム

鉛直断面口

図 6構造説明図

く為機材国盗瑠)

軸 題気構,ィ ルム固鴬用

'
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(4)構造用面材 :あ り、内装材 :大壁、断熱材 :充てん+外張付加

500以下

500以下

S00以下

(寸法単位 :mm)

外鎖材

シ ー

il10以 下

凸礎材

防狙気鸞フイルム

売でん翔断熱初

崎畿用諷籾

留付材(外鎮材鶏金具,

,々 廉下地等オ

※スター'タ ー

(,坊水報・防運気爾フイイレム固定郷〕

述視図

図 7構造説明図

外鼓薗
',桐

球水切

1静価対象外11基理
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メ
ノ

'卜

韓切

外塗籟 地材

適気機峰

昭付|オ

`外

委干な解倫員圃々 耶〕

01囲す畑断塗4お

留付輔嚇 熟樹薗鍵用,

4常輸r陶鰤糖

迎気溜Ю

外娘樹

密付材 (協 韓凹,1用 |

観イサ材彿 緊材雷金具歩

留付樹 (夕

`披

弁奪紹企Я割定臓ユ

薔1寸材

`外

崇何留金負」

や」1,l樹 (陣摩1囲館掘
'

拍造用回材

留イヽす郷 (lH進翔歯,J薗定ヂ構,

内獲園
`也

村

妨水紙 留構城 (防水紙爾定用〕 曽蔦協 tu性囲運用〕

ん鷺断絡材
ィJし ム

水平断面図

霧付村組 統用観匈鰯建路〕

留l'1オ

`内

祭奉帯園建用〕

内額材

売てん厠断魏村

ィルム

γコ
｀
直断画図

図 8構造説明図

妨 越角密フィルム鶴足癬〕
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5。 施工方法等

<施工図>
図 9～ 13に施工図を示す。

遍気閥浄承

(寸法単位 :mm)

内薙冷オ 防漉気ロ

フィナレム

防,J、
′
苺比

/(ネル麟材

ゝ争+壌 防火甘開激

外穏匈抑漸離奪オ   、

銘1サ材 (外襲4な留金呂〕
‐`ヽ

浦気膀善

辣スタータ…

外譲材

外横ロユlitオ

イ新怖

＼宍井オ1

/一~充(ん用断魏村

防洩気密フィルム

｀`
一一 挙床下10禅

―一熊土台

水平断面図

k水切

｀`
一…▼基職

鉛直断面図

充てん+外張付加断熱の施工例

図 9 施工図

(別添 -19)
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<外張付加断熱材の納まり例① :外張付加断熱材厚さ 105mm以下>

防遇気酵フィ′レム~~｀へ、

充て

透視図

留1寸材 I靭れいlttl鵞 用 )

過ダt欄餘

(断挑11llttl定用)

終

防′工紫pl'4ルム ん用博月F舟イォ

水平断面図

図 10 施工図

42

外張付加朗魏材

―一 通策R岡 麟

外鎖材

鉛直断面図

防水紙

(船椴 l蔵1定翔)

逓気n穏

ん用断無ξオ

防避気簡

フィルム
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<外張付加断熱材の納まり例② :外張付加断熱材厚さ105mm以下>

岡機   、

防温鑢密フィルム

充て

透視図

留付帯男O鷺 勁幅固窟用を

解付彬1爾粕

`樹

総用

'適気制韓i

桂

外張付加断珀材

防水紙

適気躙惨

・―……外驚1オ

縄糊朴チ
，，，

留1叫卜、

(冊樽t剤熊月l)

夕1銀付力〕訴夕将材
ネ

助・よ離

てんΠ断驚材

フイルlA

留イ寸オJ

(断線材国鷲
'用

)

鴻嘲 籍― 、、

結 肉投|な

防漣餌密フィlし ム ん驚斬争央材

水平断面図 鉛直断面図

図 ■ 施工図
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<外張付加断熱材の納まり例③ :外張付加断熱材厚さ105mmを超えて210mm以下>

接

硝方湿黛時フイルム

充て

摘助捜

,卜
¬張付加断榊材

(1膀 日)

透視図

外張付加師熱材

(2瘤 日)

「方,,〈紙

適気亀旬緑

外鏡材

外眼付加断熱材

(2曜 国,

留付材 (解け騒l雉ナ協,

柱 内機材

妨鴻気ロフィルム

(補 助松1翻 営用〕

僣付材

(翔韓岡貯チll,

日,

ん月断
'丸

ォガ

ス,,欄 断鶴材

イ斬熱材畷l箆飼 i

マ料張付加ひ帝魏材 、

(1層 目)

迪鈍側縁

1カ糊
フィルム

水早断面図 鉛題断面図

図 12 施工図
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<外張付加断熱材の納まり例④ :外張付加断熱材厚さ105mmを超えて210mm以下>

F,'趣気鬱フィルム

I秀てれ測断鶴材

補
'ノ

う棋

様

外張付加断紺材… Ⅲフ

(1目 日)

｀`
Ⅲ… 外]農付加憐Fttrl材

(?熙 目)

防水税

外機材

密節村

1と lスl券稿

跡理気碑フィルム

(1瀾助松回定用

'

水岸断面図

透視図

図 13 施工図

(2痛 団|

争相的様回鸞用,

`編

簿岡慮用

'

l奪助機

`断

1奥11齢l建 ,電 】

(1暦目
'

滞気廟餘

外禁申ガ

防水紐

内鉄材

｀
・ヽ

1忘狼気総

,T,レイト

鉛直断面図

望
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<施工手順>
(1)下地組等

柱及び間柱は、反 り曲がりのないものを使用 し、土台に垂直に取 り付ける。

(2)断熱材の取付け

充てん用断熱材は、隙間が生じないように、柱・問柱間等に充てんする。
外張付加断熱材は、柱及び間柱、あるいは構造用面材の上に断熱材固定用留付材を用いて、隙
間が生じないように取り付ける。
外張付加断熱材の厚さが 105mmを超える場合、下地胴縁等を用いて外装材支持力が低下しな
い処置を施す。
外張付加断熱材を施工する場合は、下地胴縁及び通気胴縁固定用留付材の埋め込み深さを
40mm以上とする。                         ｀

(3)防湿気密フィルムを張る場合

防湿気密フィルム固定用留付材を用いて、たるみやしわのないように、充てん用断熱材より室

内側に取 り付ける。

(4)シール材を貼る場合

断熱材あるいは構造用面材の目地の上部から、剥がれないように貝占る。

(5)防水紙を張る場合

横張を原則とし、所定の重ね代を確保した上で、防水紙固定用留付材で仮固定する。

(6)胴縁の取付け

断熱材の上に,胴縁固定用留付材を用いて取 り付ける。

(7)外装材の取付け

目地にずれが生じないよう、外装材留金具、外装材留′金具留付材を用いて取り付ける。

(8)内装材の取付け

内装材用留付材を用い、柱及び問柱等に取り付ける。

(別添-24)


